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研究成果の概要（和文）： 

技術論を、人工物を中心にまとめることがこの研究の目的である。人工物が個物だと確認す
ると、思想より現場とのつながりが重要になる。ただ、製造現場の労働条件より、設計が技術
論のポイントとなる。人工物は、科学技術を体現したものであるというだけでなく、発注者の
意図を体現したものでもある。つまり、人工物の考察には科学技術の理解では当然足らない。
設計における現実の制約、さらには技術者の限定合理性を見て、理学的発想で「安全でない可
能性」を取り上げるだけなら、人工物の技術論としては不十分となる。人工物を基盤に据え、
これらの自明の論点を展開することによって、新しい技術論を、「人工物と共に暮らす」という
観点の下に立ち上げた。 

研究成果の概要（英文）： 
We construct a new technology study on artifacts. In this investigation, artifacts as 

physical existence, designed objects, and products ordered by clients will be discussed in 

terms of living with objects produced by human craft. Living together with artifacts is the 

point of this new technology study.  
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１．研究開始当初の背景 

斉藤了文はこれまで、工学の哲学や工学倫
理などについて、2 つの著書を著してきた。 

斉藤了文『〈ものづくり〉と複雑系』講談
社 メチエ （1998）においては、工学の知識
と複雑性との結びつきを工学者の論考を参
照しつつ、具体的に提示してきた。科学の知
識と言われるものは、宗教の知識と対比され
て、いわば、客観的、絶対的な知識を指向す

る傾向があるのに対して、工学の知識、もの
づくりの知識には理想化しにくい製造現場
が存在し、またユーザという普通の人間を顧
慮することも必要になる。そのためにこそ、
多様な複雑性、不確実性に直面せざるを得な
い。これが、人工物に関する認識論的側面で
ある。 

さらに、斉藤了文『テクノリテラシーとは
何か』講談社 選書メチエ（2005）において
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は、科学技術に関わる事故の諸相を分析し、
現代の科学技術が含む問題を解明してきた。
この本でのポイントは、事故というものは、
単に科学技術の発展だけでは対処できない
面があり、一般に、制度や社会システムとい
ったものに補完されて、社会的に何とか位置
づけられているという発見である。この場合、
人間の有限性、限定合理性を媒介として、「人
工物を人間が使う」という側面が捉えられた。
ここに、人工物に関する倫理的、社会的、法
的側面が現れている。 

さらに、斉藤了文は、2000 年頃から工学
倫理の研究とそれに基づく授業を行ってき
た。そこでの学生の反応も含めて、技術者と
の多様な研究会（関西工学倫理研究会、関西
設計研究会、リスク研究会（東京）、その他
機械学会などの学会や研究会）を通じた現場
の技術者の声を聞きつつ、工学倫理の姿を解
明してきた。 

 

２．研究の目的 

工学の哲学の一つの枠組みを、人工物をキ
ーワードにしてまとめ上げることが大きな
目的である。 

純粋な科学の認識を取り上げるのではな
く、テレビや橋などで実現されている科学技
術の知識の姿を探り、その様相を統一的に理
解する枠組みの提案を行おうとした。 

これまでの研究で、科学的知識の中心とな
る理論や実験に着目する従来の科学哲学の
理解の枠組みと、その一つの成果である人工
物に着目するという枠組みとでは違った問
題領域が見えてくることを解明してきた。個
物であり、基本的に物理的存在である人工物
においては、（理想状態が典型ではなく）複
雑さがポイントとなっている。しかも、この
ような人工物を作る場合には、当然のことな
がら社会制度が大きく関与してくる。それら
の点を踏まえた上で、古い技術論を超えた、
現代にマッチした「工学の哲学」の枠組みを
提案しようとしてきた。 

 

３．研究の方法 

海外の研究文献の咀嚼に焦点を合わせる
のではなく、いわば社会調査に近い仕方で、
現場の科学技術の知識に近づくことによっ
て、科学技術を理解する枠組みを発見し、さ
らに技術者に対する講演や研究会での発表
を通じて、この枠組みのある種の検証を行う。 
技術論は、科学技術の知識だけでなく社会

システムにも深く関わっているために、新た
な仕方で包括的枠組みを作っていくことは
一挙には難しい。 
そのために、技術者論、メンテナンス論、

過失の位置づけ、設計論などいくつかのテー
マに分けつつ、全体像を見据えた地道な解明
が必要となる。 

そして、作り上げた枠組みを一方では技術
の現場を知っている技術者を中心とした研
究会での発表を通じて、その妥当性の確認、
もしくは修正を行ってきた。 
そして、技術論の哲学的、社会学的根拠に

関しては、STS学会、応用哲学会などで発表
し、哲学的、社会学的な妥当性の検証も行っ
てきた。 

 
４．研究成果 
平成 22 年度は、関西工学倫理研究会を 5

回開催した。2010 年５月２９日（土）の第
36 回研究会では、オムロンの技術者に設計技
術の話を聞いた。9 月 17 日の第 37 回研究会
では、研究代表者斉藤の発表を行い、IDECの
技術者から安全技術の発表を聞いた。11月 6
日の第 38 回研究会では、電機系の工学者と
技術士の方の話を聞いた。1 月 29 日の第 39
回研究会では、科学史の研究者と倫理学者の
話を聞いた。3月 12日の第 40回研究会では、
心理学者と法学者の話を聞いた。このように
多数の技術者の話を聞くことによって技術
論の基本的知見を深め、広い関連領域の議論
にも目配せをし、そこでの議論を通じて更に
問題の深化と、技術論の枠組みの明示化を目
指してきた。 
また、機械学会関西支部の「機械技術フィ

ロソフィ研究会」、電気学会の「教育フロン
ティア研究会」、第 8回「安全セミナー」、「STS
学会」、そして、上述の「関西工学倫理研究
会」では、現在仕上がった限りでの技術論の
枠組みを提示し、それについて多様な議論を
行ってきた。 
平成 23 年度は、関西工学倫理研究会を 4

回開催した。2011年 6月 20 日（土）の第 41
回研究会では、斉藤が福島原発について話題
提供し、哲学者によるドイツの技術者協会の
話を聞いた。7月 19日の第 42回研究会では、
福島原発事故について議論し、工学の設計の
考え方と倫理について講演者を招いて議論
した。11月 22 日の第 43 回研究会では、倫理
綱領の哲学の話を聞き、さらにパナソニック
の技術者に商品開発と企業内技術者の問題
を講演してもらい、議論をした。12 月 19 日
の第 44 回研究会では、研究会のメンバーで
ある技術者 OB の工学倫理の話を聞き、ダイ
キン工業の技術者に組織に埋め込まれた知
識の話を聞いた。このように多数の技術者の
話を聞くことによって技術論の基本的知見
を深め、広い関連領域の議論にも目配せをし、
そこでの議論を通じて更に問題の深化と、技
術論の枠組みの明示化を目指してきた。 
また、「応用哲学会」京都臨時大会、「STS

学会」では、現在仕上がった限りでの技術論
の枠組みを提示し、それについて多様な議論
を行ってきた。また、「関西工学倫理研究会」
および「機械学会シンポジウム」においては、



福島原発について技術論の立場からまた工
学倫理の立場から問題を提起しコメントを
してきた。 
なお、福島原発に関わるシンポには、電気

学会をはじめとしていくつかの講演会に参
加し、日本工学アカデミーの「根本エンジニ
アリング」にも参加し、技術論の議論を深め
てきた。さらに、現場の理解のために、工場
見学にも積極的に参加してきた。また、22年
度から機械学会の技術倫理委員会の委員に
なっている。これらの多様な経験と成果を踏
まえた上で更なる技術論の枠組みの構築や
検証を行いつつある。 
平成 24 年度は、現場の科学技術のあり方

を基にして、技術論を作ることを試み、関西
工学倫理研究会を 5回開催した。その内容は、
企業内技術者の話、法と心理学の話、食品技
術者による食品安全の話、機械技術者による
福島原発の事故の話、科学技術と法律の話で
あった。これらの話をそれぞれの専門家から
聞き、活発な議論を行ってきた。また、斉藤
了文も第 49 回研究会では、「人工物という観
点での技術論」について試論を展開し、議論
を行ってきた。 
その成果は、紀要に発表した 2つの論文と

なっている。一つは、「人工物の観点での技
術論」であり、もう一つは、「福島原発事故
を受けて、工学部の学生が知っておくべき、
社会と技術の関わり」である。 
人工物の特異性を基にして、技術論を作る

時に、情報と法人という（機械を典型例とし
た人工物とは異質の）人工物をうまく扱うこ
とが必要だということがそこからの帰結で
ある。 
なお、応用哲学会第 4回大会、第 5回大会、

STS 学会のワークショップで、自らの見解を
発表し、さらに関連する分野の人々と様々な
交流を持った。 
このような多様な研究会を通じて、オープ

ンな議論をすることによって技術論の裾野
をかなり広げてきたということは、学問にと
っても一つの大きな成果と言えるであろう。 
ただ、「方法」においても述べたように、

技術論は非常に広いテーマを含むために、た
とえ現在の方向性は良いものであっても、そ
の細部を展開しないことには学問的なイン
パクトは小さいままでとどまってしまう。技
術論研究の流れは始まったばかりだとも言
える。 
今後、その解明を進めつつ、ここ 3 年の検

討を受けた全体像を具体的に展開すること
が、これからの課題となる。 
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年度年次大会  2011 年 09 月 14 日 東京工
業大学（東京都） 

19.吉田敬介，池森 寛，市原 猛志  九州地区
における機械遺産の保存活用状況に関する
調査    日本機械学会 2011 年年次大会  

2011 年 09 月 14 日東京工業大学（東京都） 

20.斉藤了文 合原最先端数理モデルプロジ
ェクトセミナー「東日本大震災と複雑性の問
題」 2011 年 9 月 13 日（東大 生産研） 

21.斉藤了文 日本機械学会 2011年度年次大
会 市民フォーラム 第三部 フォーラム 
「大震災から何を学ぶか」パネリスト 2011

年 9 月 11 日（東京工大） 

22.斉藤了文「東日本大震災の話題」関西工学
倫理研究会 第 41 回公開講演会 2011 年 6

月 11 日（関西大学） 

23.吉田 敬介，大久保 英敏，池森  寛，森  

英夫，河野 正道，仮屋 圭史  九州支部と連
携した技術と社会部門の小規模工学教育事
業（第 3回新☆エネルギーコンテストの実施）    

日本機械学会九州支部第 64 期総会・講演会   

2011 年 03 月 17 日九州大学（福岡市） 

24.斉藤了文「倫理学から見た技術者倫理」電
気学会 教育フロンティア研究会 2010 年
12 月 10 日 室蘭工大 

25.斉藤了文「技術論と安全問題」第 8 回社会
安全セミナー 2010 年 11 月 27 日 高槻ミ
ューズキャンパス 

26.斉藤了文「新しい技術論をつくる」関西工
学倫理研究会 2010 年 9 月 17 日 関西大学 

27.斉藤了文「設計と価値」 STS 学会第９
回年次大会ワークショップ「技術の知識論を
つくる」2010 年 8 月 29 日 東大駒場 

28.斉藤了文「現代技術論の試み ものづくり
の認識と行動」 第 185 回機械技術フィロソ
フィ懇話会 2010 年 7 月 30 日（於：大阪科
学技術センター） 



29.小倉英輔，吉田敬介，坂口篤司，野上 裕，
田坂誠均 フィン付回転円板の冷却性能向上      

日本伝熱学会  2010 年 05 月 28 日札幌コン
ベンションセンター（札幌市） 

30.斉藤了文「技術の認識論」ワークショッ
プ 応用哲学会第 2回年次大会（北大）2010
年 4月 24日 
 
〔図書〕（計 2 件） 
1.斉藤了文 『これが応用哲学だ！』戸田山
和久、美濃正、出口康夫 編 2012 年 5 月 1

日 「技術論をつくろう―時間と人工物」
p.122-134 計 312 ページ 

2.斉藤了文 『応用哲学を学ぶ人のために』
世界思想社 戸田山和久・出口康夫編 2011

年 5月 20日 「応用哲学としての工学倫理」
pp.32-46 計 362 ページ 

〔その他〕 
ホームページ等 
斉藤了文 
http://www2.itc.kansai-u.ac.jp/~saiton/ 
吉田敬介 
機械遺産について 
情報番組「ザッツオンタイム」コメンテータ
として出演 
2012年 4月 27日，午前 7:10-7:20ごろ 
KBCラジオ（九州朝日放送） 
吉田敬介 
福岡における産学連携水素プロジェクトに
ついて 
情報番組「ザッツオンタイム」コメンテータ
として出演 
2012年 6月 15日，午前 7:10-7:20ごろ 
KBCラジオ（九州朝日放送） 
吉田敬介 
機械の寿命について 
情報番組「ザッツオンタイム」コメンテータ
として出演 
2012年 8月 3日，午前 7:10-7:20ごろ 
KBCラジオ（九州朝日放送）， 
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